様式3-2
参加資格確認書（施工業務）
	施工業務

	（記入内容）
実施要領６（２）キ及びクの要件確認のため、代表構成員について以下のとおり記入すること。
①登録企業名
建築一式工事について、建設業法に基づく特定建設業の許可を受けている企業の商号又は名称及び許可番号を記入すること。また、許可書の写しを添付すること。
②業務実績
実施要領６（２）クに示す実績を記入すること。また、実績を証明できるコリンズの登録内容確認書、又は契約書の写し、業務の完了が確認できる資料の写し、施設概要や図面等の資料を添付すること。
③配置技術者
実施要領６（２）スに示す技術者を配置できる場合は☑を記入すること。

	①
	商号又は名称
	
	許可番号
	

	②
	【座席数900席以上の「音楽・多目的ホール等」における実績】

	
	1工事名
	

	
	2施設用途
	

	
	3延床面積
	当該用途　　　　　　　　　㎡　　（全体面積　　　　　　　　　㎡）

	
	4工期
	　　年　　月　　日～　　　　年　　月　　日

	
	5受注形態
	□単独受注　　　□共同企業体受注（出資比率　　　％）

	
	6工事概要
	※可能な範囲で工事場所、発注者、建物構造（○○造）、階層（地上○階　地下○階）、複合施設の内容、契約金額等を記入

	③
	配置技術者
	□
	様式6 技術者経歴書の提出時（令和8年11月2日（月）午前9時から
令和8年11月27日（金）正午まで）に、技術協力業務責任者又は技術協力業務担当技術者、現場代理人及び監理技術者を配置できることを誓約します。


注１）音楽・多目的ホール等とは、令和６年国土交通省告示第８号（旧第１５号）の別添二による建築物の類型三 運動施設の第２類又は類型十二 文化・交流・公益施設の第２類に該当し、座席数900席以上の音楽・多目的ホールを有する建築物
２）複合施設の場合は、当該用途部分のほか全体面積も記入すること。
３）受注形態欄は、どちらかに☑を記入するとともに共同企業体受注の場合は出資比率を記入すること。なお、実績がＪＶの場合は、代表構成員となったものに限る。
４）記載する実績は１件とする。
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